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文部科学省の取組について文部科学省の取組について

平成２３年６月２日

文部科学省研究振興局研究振興戦略官付

先端医科学研究企画官 山内 和志先端医科学研究企画官 山内 和志

橋渡し研究支援推進プログラ橋渡し研究支援推進プ グラ
ムの進捗と今後について

医学教育に係る取組について
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オール北海道先進医学・医療拠点
（札幌医科大学・北海道大学・旭川医科大学）
○脳梗塞治療 ○人工関節 ○がん放射線治療

橋渡し研究支援拠点の位置と特色

医工連携を基盤としたTR研究拠点
（東北大学）

○角膜再生 ○膵島移植 ○胎児心電図

先端医療の開発支援拠点形成と実践
（東京大学）

○がんｳｲﾙｽ療法 ○中皮腫抗体治療 ○次世代ｽﾃﾝﾄ

創薬・新規医療開発のアカデミア拠点形成
（京都大学）

○膵島移植 ○血管再生 ○皮膚再生

再生・細胞治療の橋渡し研究推進・支援拠点
（先端医療振興財団）

○下肢血管再生 ○糖尿病潰瘍治療
○脊損治療

○がんｳｲﾙｽ療法 ○中皮腫抗体治療 ○次世代ｽﾃﾝﾄ

TR実践のための戦略的高機能拠点整備
（大阪大学）

○心筋再生 ○ﾒﾗﾉｰﾏ遺伝子治療 ○乳がん分子標的薬

革新的バイオ医薬工学の医療技術開発拠点
（九州大学）

○虚血肢遺伝子治療 ○無痛性ICD ○脊損患者血圧安定化システム
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①シーズ評価

②試験物製造

③臨床試験計画

④臨床試験実施
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必要
人数

●知財の専門家 10名

●試験物製造の専門家 18名

●生物統計家 12名

●薬事の専門家 7名

●CRC 34名
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①シーズ評価

②試験物製造

③臨床試験計画④臨床試験実施

⑤プロジェクト管理

平成19年10月

平成23年４月

平成24年３月末日

製造管理基準

必要な研究
支援を行える
人材の登用・
確保の促進

シーズ管理、目利
き、知財権の評価、
優先順位付け、知
財権の強化

試験物管理、文書管理、データ管
理 モニタリング 被験者保護

プロトコル開発、文書化、研究倫理、
標準作業手順書、規制当局対応

開発戦略策定、進捗
管理、出口戦略、情
報集約、契約管理

仕様決定、製造
施設、非臨床試
験、院内製剤化
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各拠点に有望なシーズ
を発掘し、平成２３年度
末までに各拠点最低２
件の研究シーズを治験
段階まで移行

現在、各拠点１０件程度の研究シーズを支援（全７６件）。
さらに平成２１年度には、全国から特に優れた橋渡し研究を公
募し、８８件の応募の中から１３件を採択。これらの研究に対し
て研究費を措置するとともに、各拠点において支援を開始。

（シーズの進捗状況）○医師主導治験へ移行 ５件
○企業へのライセンスアウト １１件

⑤プロジェクト管理
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し
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●プロジェクトマネージャ 25名

●CRC 34名

●データマネージャ 17名

平成２３年度までに必要人数の人材の確保・登用を進めると
ともに、 OJTによる育成を行い、支援能力の蓄積と向上を図る

他の研究機
関にも開か
れた拠点とし
て充実・強化

※１年遅れて採択した九州大学を含めた平均値

理、モニタリング、被験者保護 標準作業手順書、規制当局対応
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①シーズ評価

② 験物製造⑤プ ジ 管

平成19年10月

平成23年４月

平成24年３月末日

ソフト面の拠点整備の成果
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②試験物製造

③臨床試験計画④臨床試験実施

⑤プロジェクト管理

ＴＲ基盤整備度評価スケール

① シーズを評価・選定する体制 シーズ管理、目利き、知財権の評価、優先順位付け、知財権の強化

② 試験物の製造を促進・管理する体制 仕様決定、製造施設、委託製造、非臨床試験、院内製剤化

③ 臨床試験を準備する体制 プロトコル開発、文書化、研究倫理、標準作業手順書、規制当局対応

④ 臨床試験を実施する体制 試験物管理、文書管理、データ管理、モニタリング、被験者保護

（５分類×５項目）

４

タイムスケジュール

FY19 FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 FY25 FY26 FY27 FY28

第１期プログラム
［拠点整備］

第２期プログラム
（検討中）

中間評価 事後評価

　　中間・事後評価

公募研究

５
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橋渡し研究支援推進プログラ橋渡し研究支援推進プ グラ
ムの進捗と今後について

医学教育に係る取組について

６

○昭和57年及び平成9年の閣議決定により、医学部の入学定員を7,625人まで抑制。

○平成18年の「新医師確保総合対策」により医師不足が深刻な都道府県（青森、岩手、秋田、山形、福島、新潟、山梨、長野、
岐阜、三重）について各１０人、平成19年の「緊急医師確保対策」により全都道府県について各５人などの入学定員の増員を実施。

○「経済財政改革の基本方針２００８」 を踏まえ、平成21年度の入学定員を8,486人に増員。

○平成22年度は、以下の３つの枠組みで前年比360人増の8,846人まで増員。平成23年度についても、 「新成長戦略（平成22年6月18
閣議決定） や 厚生労働省 「病院等における必要医師数実態調査 結果等を踏まえ 同様 枠組み 前年比 人増

これまでの経緯

医学部入学定員の増員

日閣議決定）」や、厚生労働省の「病院等における必要医師数実態調査」の結果等を踏まえ、同様の枠組みで、前年比77人増の
8,923人まで増員。

①地域の医師確保の観点からの定員増
都道府県が地域医療再生計画に基づき奨学金を設け、大学が地域医療を担う意思を持つ者を選抜し地域医療等の教育を実施。

②研究医養成のための定員増
複数の大学と連携し、研究医養成の拠点を形成しようとする大学で、研究医の養成・確保に学部・大学院教育を一貫して取り組む
各大学３人以内の定員増。

③歯学部入学定員の削減を行う大学の特例による定員増

歯学部を併せて有する大学が当該歯学部の入学定員を減員する場合の定員増。

増員の枠組み

※増員期間は平成31年度まで

平成２２年度定員

平成２３年度増員数

平成２３年度定員
①地域枠増 ②研究医枠増 ③歯振替枠増 合計

国立 （４２） 4,793 33 (12) 5 (4) 12 (4) 50 (18) 4,843 

公立 （８） 812 5 (1) 0 (0) 0 (0) 5 (1) 817

私立 （２９） 3,241 21 (6) 1 (1) 0 (0) 22 (7) 3,263（ ）内は大学数 私立大学については募集人員の増を含む ７
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●臨床実習の系統的・体系的な充実 ●地域の医療を担う意欲・使命感の向上

●研究マインドの涵養 ●臨床実習等に係る評価システムの確立 等

平成21年2月に「医学教育カリキュラム検討会」（座長：荒川正昭元新潟大学学長）を設置し、

5月1日に「臨床研修制度の見直し等を踏まえた医学教育の改善について」をとりまとめ

改善の基本的な方向性

モデル・コア・カリキュラムの改訂

●研究マインドの涵養 ●臨床実習等に係る評価システムの確立 等

「医学教育カリキュラム検討会」の提言を踏まえ、医学教育モデル・コア・カリキュラムの改訂に向けて、
モデル・コア・カリキュラムの改訂に関する「連絡調整委員会」（委員長：高久史麿 自治医科大学長) 、
「専門研究委員会」 (委員長：福田康一郎 （社）医療系大学間共用試験実施評価機構副理事長）において検討。

平成２３年３月３１日に改訂

基礎と臨床の有機的連携により 進展著しい生命科学や医療技術の成果を生涯に渡って学び基礎と臨床の有機的連携により、進展著しい生命科学や医療技術の成果を生涯に渡って学び、
常に自らの診療能力を検証し、磨き続けるとともに、日々の診療の中で患者の状態や疾患の分析
から病因や病態、その背景となる基礎的課題を解明する等の医学研究への志向の涵養に資する
よう、必要な改訂を実施。

（ 「医学研究への志向の涵養」に係る項目の新設 等）

８


